
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
連
休
の

疲
れ
を
癒
や
す

週
始
め
）
（
「
ま
た
飲
む
の
」

し
ょ
う
が
な
い
よ

つ
き
合
い
だ) 

（
紫
外
線

防
ぐ
厚
塗
り

化
粧
ひ
び
？
）
（
買
い
だ
め
て

賞
味
期
限
後

夫
食
）

い
で
取
り
組
ん
だ
春
闘
だ

が
、
政
府
・
経
営
側
・
労

組
と
い
う
三
位
一
体
的

だ
っ
た
。
大
手
の
相
場
形

成
は
あ
っ
た
が
、
中
小
の

果
実
は
少
な
い｣

と
述

べ
、
政
策
制
度
に
関
し
て

｢

労
組
が
地
域
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
提
言
す
る
こ

と
が
大
事
だ｣

と
述
べ

た
。
ま
た
、
政
府
が
検
討

を
始
め
た
労
働
法
制
に
関
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第

85
回
メ
ー
デ
ー
長

岡
地
区
大
会
に
は
、
市
内

３
箇
所
か
ら
デ
モ
行
進
で

労
働
者
の
祭
典
や
働
く
環

境
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

組
合
員
と
家
族
１
７
０
０

名
程
が
集
っ
た
。

今
年
の
県
統
一
テ
ー
マ

は｢

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク｣

だ
。
矢
島
実
行
委
員

長
は
、
先
ず

14
春
闘
に

触
れ｢

労
組
が
重
大
な
思
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１
等
は
全
県
が
対
象
。

当
選
者
氏
名
等
の
必
要
事

項
を
中
越
地
協
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
２
等
・
３

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

選
産
別
へ
賞
品
を
配
達
し

ま
す
。

●
１
等
労
福
協
友
好
の
旅

(

全
県
対
象)

｢

ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

５
日
間
の
旅｣

下
４
ケ
タ
５
３
５
０

下
４
ケ
タ
３
４
７
９

●
２
等
・
３
等
長
岡
地
区
限
定

★
２
等｢

び
ゅ
う
商
品
券
５
０

０
０
円
分｣

下
４
ケ
タ
１
３
９

５
・
２
４
５
６
・
３
０
５
５
★

２
等｢

Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

３
０
０
０
円
分
」
下
４
ケ
タ
１

３
１
４
・
３
６
０
０
・
４
０
２

４
★
３
等｢

サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー

ル
ド
入
園
券･

大
人
ペ
ア｣

下
４

ケ
タ
２
５
１
０
・
２
６
２
７
・

３
７
７
１
・
５
９
４
２
★
３
等

｢

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
入
館
券･

大
人
ペ
ア｣

下
４
ケ
タ
２
１
０

１
・
３
０
２
８
・
３
１
８
３
・

３
２
９
６
・
３
６
４
９

長
野
県
。
野
菜
摂
取
量
も

男
女
と
も
１
位
。
新
潟
県

の
平
均
寿
命
は
女
性
５

位
。
男
性

27

位｣｢

家
族

で
囲
む
食
卓
の
時
間
が
家

族
の
こ
と
が
一
番
わ
か

る｣｢

病
弱
で
母
の
手
料
理

が
身
体
を
体
質
改
善
し

守
っ
て
く
れ
た｣

｢

母
が
楽

し
そ
う
に
料
理
を
作
っ
て

い
る
と
キ
ッ
チ
ン
が
楽
し

そ
う
に
思
う
。
遊
び
の
延

長
、
食
育
に
な
る｣｢

ラ
オ

ス
で
は
食
べ
物
を
社
会
で

分
け
与
え
る
国
だ
と
い
う

こ
と
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

感
じ
た｣

等
と
自
身
の
体

験
を
交
え
あ
っ
と
い
う
間

の
60
分
だ
っ
た
。

総
出
展
数
35
本
中
10
点

・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
原
信
労
組

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
長
岡
分
会

・
長
岡
市
職
労
保
育
園
分
会

・
県
職
労
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

・
越
後
交
通
労
組
西
長
岡
支
部

・
ヤ
マ
ト
運
輸
労
組
長
岡
支
部

・
日
本
精
機
労
働
組
合

・
コ
ロ
ナ
労
働
組
合

・
Ｊ
Ｐ
労
組
中
越
支
部

・
東
北
電
力
労
働
組
合

表
を
入
れ
ず
に
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
問
題
だ｣

と
指
摘
し
た
。

次
に
、
森
民
夫
長
岡
市

長
か
ら
は｢

デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
は
、
人
間
ら
し

い
生
活
を
継
続
的
に
営
め

る
こ
と
で
は
な
い
か
。

し
っ
か
り
と
地
方
に
雇
用

の
場
を
確
保
し
て
、
人
間

ら
し
い
労
働
環
境
で
生
活

が
営
め
る
よ
う
、
人
が
育

ち
地
域
が
輝
く
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

関
係
が
あ
る｣｢

日
本
の
野

菜
摂
取
量
は
ア
メ
リ
カ
よ

り
少
な
い｣｢

長
寿
１
位
の

今
年
の
地
域
貢
献
事
業

は
、｢

平
和｣

と｢

福
祉｣

に

視
点
を
あ
て
、
今
年
で

20
回
目
を
迎
え
る｢

平
和

の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会｣

と
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
方
や
子
供
た
ち
の

自
立
に
向
け
活
動
し
て
い

る｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ピ
ュ

ア
は
ー
と｣

の
２
団
体
に

そ
れ
ぞ
れ

20
万
円
が
寄

付
さ
れ
た
。

取
り
組
む
活
動
と
の
認
識

で
覚
悟
と
情
熱
を
も
っ
て

進
め
て
い
き
た
い｣

と
地

域
に
根
ざ
し
た
連
合
運
動

へ
の
結
集
を
訴
え
た
。

続
く
来
賓
挨
拶
で
は
、

牧
野
茂
夫
連
合
新
潟
事
務

局
長
が｢

県
内
１
万
７
千

人

超

が

参

加

し

た
。

『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
』
は
世
界
共
通
の
課
題

だ
。
ま
た
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
の
改
悪
は
、
企
業

に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良

い
ば
か
り
か
、
労
働
者
代

第

85
回
メ
ー
デ
ー
長

岡
地
区
大
会
の
記
念
講
演

は
、
料
理
研
究
家
の
コ
ウ

ケ

ン

テ

ツ

氏

を

迎

え

「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
じ
ま

る
家
族
の
絆｣

の
講
演
が

開
会
し
た
。

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
氏
は
、

世
界
各
国
の
食
を
テ
ー
マ

と
し
て
テ
レ
ビ
や
料
理
本

の
著
者
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
だ
。

早
速
、
新
潟
は
食
べ
物

が
お
い
し
い
と
長
岡
野

菜
、
巾
着
ナ
ス
を
紹
介
。

「
食
べ
る
楽
し
み
は
生
活

の
中
で
大
事
な
ウ
ェ
ー
ト

を
占
め
る｣

と
話
さ
れ
、

以
前
、
大
学
生
の
食
生
活

を
扱
っ
た
番
組
で
、
朝
・

昼
・
夜
と
チ
ョ
コ
バ
ー
や

フ
ラ
イ
ポ
テ
ト
だ
け
を
食

事
と
し
た
学
生
の
偏
食
ぶ

り
を
紹
介
さ
れ
た
。

講
演
で
は｢

食
べ
物
に

は
潜
伏
期
間
が
あ
る｣｢

日

本
は
世
界
一
の
食
の
大

国｣｢

食
と
健
康
・
寿
命
は

し
て｢

労
働
を
物
、
金
と

同
列
に
置
き
、
規
制
緩
和

の
名
の
も
と
に
労
働
者
を

犠
牲
に
す
る
政
策
を
許
し

て
は
な
ら
な
い｣

と
述
べ

る
と
と
も
に｢

連
合
は
、

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
の
実
現
に
向
け
取

り
組
む
。
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
パ
ー
ソ
ナ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等

の
地
域
生
活
者
の
下
支
え

を
行
う
機
関
は
、
労
組
が
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第
85
回
メ
ー
デ
ー
地
区
大
会
が
、
長
岡
地
区
大
会
な
ら
び
に
中
越
地
協
各
５

支
部(

裏
面
参
照)

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
５
月
１
日(

木)

に
シ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ
・
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
開
催
さ
れ
た
第
85
回
メ
ー
デ
ー
長

岡
地
区
大
会
に
は
、
１
７
０
０
名
程
の
組
合
員
や
そ
の
家
族
が
集
い
、
記
念
式

典
と
記
念
講
演
、
地
域
貢
献
事
業
が
行
わ
れ
た
。

連合中越地協各支部も５会場で盛大に地区大会を開催

第
85
回
記
念
事
業

地
域
貢
献
事
業
で
は
２
団
体
に
寄
贈
す
る

第
85
回
メ
ー
デ
ー
長
岡
地
区
大
会
・
記
念
講
演

「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
じ
ま
る
家
族
の
絆
」

第
85
回
メ
ー
デ
ー

花
い
っ
ぱ
い
抽
選
結
果

プ
ラ
カ
ー
ド
入
選
作
品
発
表

募
金
総
額
２
４
，２
１
０
円

募
金
の
寄
贈
先

｢

あ
し
な
が
育
英
・
東
日
本

大
震
災
・
津
波
遺
児
支
援
」

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
開
催
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
電
話
代 

娘
の
年
と 

と
も
に
ふ
え
）
（
充
電
の 

つ
も
り
が
放
電 

午
前
様
）
（
高
齢
化 

十
年
経
っ
て
も 

ま
だ
若
手
）
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

無
い
の
に
見
る
な 

空
手
帳)
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４月３０日（水）午後６時３０分より、見

附市中央公民館にて「第８５回メーデー見附

中之島地区大会」が開催されました。

今回、記念講演として、フードバンクにいがたの方より講

師を務めていただき、活動の取り組み等を説明いただきまし

た。また、メーデー会場にて「フードドライブ」も実施しま

した。

抽選会等も行い、大いに盛り上がりました。

４月２７日（日）サンラック小千谷にて

小千谷支部の第８５回メーデーが開催され

ました。当日は各労組より多くの方から参集していただき約

３２０名の参加が有りホールに入りきれない位の式典となり

ました。

最初に石坂実行委員長より主催者代表の挨拶があり、続い

て労働金庫小千谷支店 石田支店長並びに総合生協中越支局

長岡支局長より祝辞の挨拶を頂きました。その次にスローガ

ン提案、プラカード審査発表が行なわれ、その後は小千谷支

部恒例のお楽しみ抽選会が開催され多数の方に豪華景品が当

たりました。

最後は「団結がんばろう！」で締めくくり、その後、閉会

となり晴天の中、小千谷市内をデモ行進を行いサンプラザに

て散会となりました。

４月２９日（火）南魚

沼市民会館にて、南魚沼

地区メーデーを開催いたしました。

街宣車の先導のもと、参加者約２８０人がデ

モ行進を行いました。風にたなびく各単組旗

を先頭にシュプレヒコールあげながら行進を

行い、アピールすることができました。

また、４年目となった東日本大震災の募金

を行い、約15,000円もの善意の募金

をいただきました。 

４月２７日（日）、十日町地区メーデー

を開催しました。

当日は好天に恵まれ満開の桜の中、約４００名の参加者が

サンクロス十日町から十日町市民体育館まで、デモ行進しま

した。

式典では、多くの来賓からご

臨席いただき、プラカード展や

アトラクションで盛り上がりま

した。

小千谷支部

南魚沼支部

５月１日（木）９時３０分より、第８５

回北魚沼地区メーデーを開催しました。

式典では、山本実行委員長のあいさつを始め、来賓の方々

より激励のあいさつをいただきました。

最後に山本実行委員長の「団結ガンバロー」で式典を締め

くくり、心配していた天候もめぐまれ、今年は、小出の町を

デモ行進することが出来ました。

行進後、プラカード、仮装コンクール、抽選会を開催、

「なんと、１等は抽選番号１番の方が見事にゲット！」大い

に盛り上がり無事に終える事ができました。 

北魚沼支部

十日町支部

見附支部

第85回メーデー

各地区大会

特 集


